
                  

「教えて藤原先生! 主権者教育アップデートゼミ」

106 国家グループ 主権者意識向上委員会

背景 認知を理解へ転換する

⽇本では10代から20代の投票率が低く、若者の投票率が低迷している現状がありま
す。その原因は、若者が⽇常的に現状の課題から未来の⽇本を考える機会がないこと
にあります。若者⾃⾝が国の主権者として⾃発的に⾏動できる環境を整え、将来に希
望を持てる社会を実現するために、地域で主権者教育に取り組むことができる状態に
する必要があります。

地域の高校生が自ら社会課題を発見し、政策を立案･発表する場をつくることで、

若者の主権者意識を変えることを目的とします。

目的 地域を動かす主権者育成アクション

①各地域での政策甲子園の開催
地域の高校と連携し、独自に政策甲子園を開催します。地域の高校生が社会課題を自ら
発見し、政策を立案･発表する場を自分たちの手でつくります。開催にあたっては、メールで
の概要情報の周知、県の教育委員会への後援依頼、電話による探究学習担当教員へのア
プローチ、校内掲示板へのポスター掲示、プレスリリースやSNSでの発信を通じて、地域の
高校に政策甲子園を届けます。

②例会を活用した政策甲子園の周知・認知向上
LOMが既に取り組んでいる青少年育成事業に政策甲子園を新たな柱として位置づけ、ま
ずは例会の場で会員への周知を行います。例会では、政策甲子園を主催する意義、地域の
高校との連携の進め方、過去出場校の高校生事例紹介などを通じて、会員が政策甲子園
を自分のLOMの事業として理解する機会を創出します。例会での共通理解を出発点として、
青少年育成事業と政策甲子園を一体的に展開することで、LOMの事業の幅が広がり、地
域への影響力も高まります。

運動手法

運動構築におけるアドバイスPoint

•高校へのアプローチにおいては、「主権者教育のプログラムがあ
ります」ではなく、「御校の探究学習の時間に活用できる実践型の
プログラムがあります」という切り口で伝えることで、学校側の間口
が広がります。
•各高校のディベート部、課題研究、探究活動を積極的に行ってい
る部活動等の有無を調査し、関心の高い学校から優先的にアプ
ローチします。
•政策甲子園に取り組むことで、青少年育成事業との連動、学校･
教育委員会との連携強化、地域貢献の可視化とブランド向上が同
時に実現できます。

どんなLOMに向いてる?
挑戦の芽はあるが、行動や連携につながりきっていないLOM
本運動は、主権者教育に本気で取り組もうとしているLOMにフィットする運動です。若者の政治離
れにLOMとして向き合いたい、主権者教育を事業の柱に据えたいが何から始めればよいか悩んで
いる、地域の高校・教育委員会との連携を深め信頼ある関係を築きたい、そんな想いを持つLOM
にこそ本運動は応えます。政策甲子園は、高校生が地域の社会課題を自分ごととして捉え、政策と
して発信するプロセスそのものが主権者教育の実践となる事業であり、LOMが旗振り役となること
で、地域に主権者意識を持った若者を育てる拠点が生まれます。

本運動を通じて、若者が地域の中で主体的に行動する機会が広がり、地域が人財育成

の拠点として機能します。その結果、地域全体で社会課題を自分ごととして捉える意識と

主権者意識が向上し、持続可能な地域社会へと変わります。

社会課題が共有され、主権者意識が育まれる地域になる

この運動をするとあなたの地域はどう変わる？

gian pocketinformation

公益社団法人日本青年会議所
国家グループ主権者意識向上委員会
担当：濵﨑 賢司朗
TEL：090ー7533ー9761
Mail：hmskfam.kkrm@gmail.com

当会議では、こんなお手伝いができます！
・政策甲子園の企画立案・運営に関するサポート
・過去政策甲子園出場校のご紹介
・主権者教育に取り組む団体や関係者のご紹介

誰でも地域にあった運動の構築ができる！
推進議案のチェックはこちらから！
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